
■市民の皆様からいただいた「市長への手紙」に対する回答の内容をまとめました。    

 

 

 

    

 

■回答したもの（受付年月 令和元年９月分） 

対応状況凡例：○＝手紙の内容に応じて対応済 

                                                                    △＝手紙の内容を検討中  

                                                                    ×＝手紙の内容に対応できない                       

NO.    種別    件名    要旨    

対応 

所管課    

内容 状況 

１ 手紙 

リニア中央新幹線

について 

抑も何故リニアが必要なのか、誰が乗るのか何を

運ぶのか(日本の土手腹に穴を開けて)。名古屋まで

一時間、何の為にそんなに急ぐのか、用事が有れば

今の通信機器ですぐ間に合う。荷物も(活魚でも鮮

魚でも十分な輸送技術がある。他の用途でも) 

県東部の円那盆地、当時の農産業の苦労を思い起

こしてもらいたい。 

志太榛原及び遠州の水、そこに暮らす人や産業の

事を考えてみてほしい。最近の気候も少雨や集中豪

雨等、水量の増減が激しく著しい。河川環境が悪い

中、源流域での大規模工事は下流で生活する人、企

業にとっても不安です。 

リニア中央新幹線に関しては、賛否両論あるとこ

ろですが、島田市長としての私の考えは、「リニア中

央新幹線整備そのものには反対しないが、大井川の

水は一滴も譲れない。」であります。 

島田市長として私がすべきことは、リニア中央新

幹線開設の是非の判断ではなく、市民の生活や市内

企業の経済活動を守ることです。 

今日の島田市の発展は、大井川を礎としています。

その恵みは、農林業・工業・観光業の成長に加え、こ

こにしかない歴史・文化の創造に大きく寄与してき

ました。当市にとって大井川の水は、まさに「命の水」

であります。 

大井川の水だけは譲れない、島田市の想いはただ

その一点であります。これからも、リニア中央新幹線

トンネル工事に伴う流量減少問題に対し、静岡県、周

辺市町、利水者の皆様とともに「オール静岡」の態勢

でＪＲ東海に訴えてまいります。御理解、御支援をお

願いいたします。 

○ 

戦略推進課 

36-7120 

２ メール 

蓄電池補助金の申

請について 

２ヶ月ほど前に蓄電池を自宅に取り付けました、

蓄電池の会社の営業のかたの対応も良くまだ、島田

市からの補助金もあると言うことだったので家族

と相談して設置を決めました。しばらくして補助金

の申請書が届き次の日にだしました、きたのが７月

の初旬ごろで審査もだいたい１、２週間ぐらいだと

聞いていました。ですがいくらまっても返事が来ま

せんでした。なので９月になったので市役所の環境

課に問い合わせて調べてもらったらうちは補助金

の対象に当てはまってなかったらしくて業者にも

まずは、住宅用省エネルギー設備設置事業費補助

金についてですが、本補助金は、交付要綱第５条の規

定に基づき、設置工事を開始する前に申請していた

だくことになっております。 

○○様の申請につきましては、申請書が提出され

た７月18日に現場確認をさせていただきましたが、

既に設置済みで設備が稼動しておりました。 

現場確認の際に○○様宅は御不在でしたので、補

助の対象とはならないことをその日のうちに設置業

者の方に説明させていただきました。今後の対応に

× 

環境課 

36-7145 

危機管理課 

36-7320 

観光課 

36-7163 

○対象となった市長への手紙   ： １１件（ただし、匿名等で回答していない市長への手紙は除く。） 

 うち回答済みの件数      ： １１件 

 うち回答作成中の件数     ：  ０件 

○対象とならなかった市長への手紙： ３６件（匿名、回答不要、市政に直接関係のない内容のもの。） 



調べてもらいましたがやはり当てはまってなかっ

たらしく８月１日で終了してしまったですね。せっ

かく高い買い物をして申いつも、苦情ばかりですみ

ません。請書も間に合うように提出したのに、市か

らは何の連絡とかもなかったのが残念です。８月１

日ならうちはまだ、申請に間に合ったのではないの

ですか？すごく憤りを感じます。斡旋した会社、営

業のかたにも憤りを感じました。 

せめて島田市から受け取れるか受け取れないか

ぐらいの返信がほしかったです。ギリギリ間に合っ

た可能性もあったのかもですよね。営業のかたはま

だ間に合うから、どうですか？と言ってきましたの

で。補助金、はやく決めないとなくなりますよ 

半分、押し売り状態でした。広報島田市、うちの

方では聞き取りにくいです。 

先日の花火大会も延期のお知らせも聞き取りに

くかったです。１０日も２４日もお天気が良かった

ですよね。やれそうな感じでしたが?? 

ついて○○様と相談するというお話しでしたので、

市から直接御説明することがなかったことは大変申

し訳なく思っております。 

今年度申請件数は、全部で63件ありますが、全て設

置工事前に申請していただいております。 

○○様には大変申し訳ない結果となってしまいま

すが、交付要綱の規定に反して補助金を交付するこ

とは、公平性の観点からも出来かねますので、何卒御

理解いただきますようよろしくお願いいたします。 

次に、広報しまだ（同報無線）の聞き取りづらさに

ついてお答えします。同報無線については、場所によ

り音量が小さい、反響が大きいなどの理由により聞

き取りづらい場合があります。スピーカーの配置等

について調整を行っていますが、スピーカー付近に

お住まいの方に迷惑となりますので、これ以上の音

量の増加も難しい状況となっております。 

つきましては、同報無線の内容を電子メールでお

届けする「島田市防災メール」に、この機会に御登録

いただければと思います。 

登録方法は以下のとおりです。 

① bousai.shimada-city@raiden.ktaiwork.jp 宛

てに件名・本文が空欄のメールを送信してください。 

②「メールサービス本登録のご案内」というメール

が届きますので、メールの内容に従い本登録をお願

いします。 

返信メールが届かない場合は、迷惑メールとして

処理されている場合がありますので、携帯電話の迷

惑メール設定を御確認ください。インターネットで

「島田市 防災メール」と検索していただければ、案

内のページを御覧いただけます。 

また、有料ですが、37-5600にお電話いただければ、

同報無線の内容を音声で聞くことができます。 

なお、避難勧告、避難指示などの特に重要な情報

は、テレビ、ラジオ等でもお伝えしますので御安心く

ださい。 

次に、今年度中止となった大井川大花火大会につ

いて、お天気もよく開催できたのではないかとの御

指摘についてです。大井川大花火大会は、大井川の中

州に打ち上げ会場を設置します。通常、花火大会の打

ち上げ会場の設営には約２週間程度かかります。今

年の花火大会は、開催予定であった８月10日及び24



日の両日とも数日前に台風が接近したため大井川が

増水し、花火打ち上げ会場の設営ができない状況に

なってしまいました。花火打ち上げ会場の工事業者、

花火師の安全確保等の状況を鑑み、関係者・関係機関

と協議した結果、本年度の開催は中止と判断させて

いただきました。楽しみにしていただいたところ大

変申し訳ございません。 

３ メール 

島田市市役所職員

の交通安全宣言書

を島田警察署に提

出する 

島田市では、議会本会議が開催されるたびに市長

の専決処分による交通事項の報告が行われ、後を絶

たない。 

議会で報告されているのは一部であり、職務以外

でも職員の交通事故・違反が発生していると聞いて

いる。 

現在、市内においては、事業所や学校、自治体・

団体で全国交通安全運動等に合わせ、交通安全を誓

った宣言書を島田警察署に提出している。 

昨年 11月には市内団体が、今年 7月には市内 366

事業所や市内 18 校の小学校が宣言書による交通安

全宣言を行っています。 

島田市役所職員においても、交通事故・違反や交

通ルール順守に対する意識のさらなる向上徹底の

ため、市役所単独で宣言書を島田警察署に提出する

ことを希望します。 

日頃から職員に対しては、交通安全運動早朝街頭

広報や交通安全講習会等を通じ、交通事故防止等の

徹底を図っているところです。今回のご意見につい

ては、真摯に受け止め、今後は過去の交通事故等の事

例の中で頻発しているケースを職員全体で情報共有

することで、職員への気付きに繋げてまいります。 

なお、宣言書については、現在、夏の交通事故防止

対策強化に対する決議文と年末の飲酒運転根絶宣言

を島田警察署に提出しております。 

貴重なご意見に対し感謝するとともに、ご期待に

応えられるよう努めてまいります。 

× 

人事課 

36-7136 

４ 手紙 

月曜日自主学習す

るスペースを設け

てください 

こんにちは。いつも図書館の学習席やおおるりの

学習室を利用させて頂いております。家やカフェ等

では集中して勉学に励むことができないので、大変

助かっております。ありがとうございます。 

１つだけ要望があるのですが、月曜日にも個人学

習するスペースを作って頂けませんか？月曜日は

島田の図書館も金谷の図書館もお休みで、おおるり

の学習室も利用できません。そのため吉田の図書館

(金曜休み)まで行き勉強しております。とても遠い

ので不便を感じております。どこか別に学習室を設

けて頂くか、おおるりや図書館の休館日をずらして

頂くことはできますでしょうか？私の様に不便を

感じている学生もきっと多くいると思います。学生

に学習スペースを提供することは、島田市の明るい

未来にも繋がると思います。ご無理を言っているこ

とは重々承知ですが、ご検討頂けたら幸いです。よ

ろしくお願い致します。 

市立図書館やプラザおおるり学習室につきまして

は、毎週月曜日を休館日としておりご不便をお掛け

しております。 

○○様のご提案の休館日の変更については、人員

の増員や管理システムの修正等への対応などの関係

で、早々に変更することは困難な状況であります。 

現在、月曜日にご利用いただける施設として、島田

市地域交流センター歩歩路内に自主学習コーナーを

設置しております。また、今年から島田駅前の「しま

だ楽習センター」２Ｆロビーにも同様に利用できる

スペースを設置しておりますので、是非これらの施

設をご利用いただけましたら幸いです。 

○ 

社会教育課 

36-7962 

図書館課 

36-7226 



５ 手紙 

御手杵 etc 結城市、

島田市の歴史友好

都市について 

このたび結城市より｢御手杵の槍｣の帰島に再び

機会を下さり心から感謝申し上げます。 

この御手杵槍を通じた島田市との深いきずなと

して結城が学ぶ第一歩として歴史友好都市関連の

位置づけをおねがいしたいと考えます。 

徳川秀康の徳川家に戻りたかった思いの供養も

含めて久能山東照宮とのトライアングルですすめ

たらとの考えもあり先日伺ってきました。(徳川家

弘さんにも県選挙の時、お会いして話しました。御

手杵のことも) 

ツイッター内のファンのみなさまの印象には何

か御手杵はあったかく愛されているというここち

がよいなどの事がつぶやかれています。 

たくさんのファンのみな様が島田を知り深い結

城の行政同士のつながりを感じていただけるよう

にと考えます。 

結城では島田のお茶でもてなしながら、この在所

をかたり、日本のはじまりからの鹿島から学んだ神

仏の魅力と仏教の基本がこの静岡の地にふかく関

わりその偉大さを含めて文化の広域協働にご理解

いただき、結城市(静岡、茨城へとつながり)島田市

の歴史友好都市への締結をおねがいします。 

結城市との御手杵の槍を通じての交流は、島田市

内の有志グループが御手杵の槍のレプリカを作製

し、結城市に寄贈したことから始まりました。平成27

年には有志グループによる｢御手杵の槍｣の里帰り展

で、平成29年2月には博物館での天下三名槍集結時に

御手杵の槍のレプリカを借用し、今年も現在開催し

ている企画展で11月23日からの展示を予定しており

ます。 

このような経過から、本市としましては、結城市と

の「歴史友好都市」の締結という形ではなく、博物館

の展示等による民間交流のサポートを重視していき

たいと考えております。 

今後も、引き続き御手杵の槍を通じて、結城市と親

睦を深めてまいりたいと存じます。 

× 

博物館課 

37-1000 

６ メール 

消費税増税に伴う

高齢者へのスマホ

決済・キャッシュレ

スの取扱い講習会

開催を 

10 月から、消費税増税が年金生活者である高齢

者を苦しめます。このままでは年寄りは早く死ねと

言わんばかりです。 

そこで染谷市長さんにお願いがあります。島田市

内にお住いの多くの高齢者の皆さんは、消費税増税

に対処するために少しでも年金を有効かつ節約す

るようにしたいと思っておりますので、スマホを使

用して現代の時代に対応したいと思います。 

10 月からは、スマホ決済だのキャッシュレスだ

のが始まるように聞いております。 

そこで、島田市にお願いすることは無理があるか

とは存じますが、高齢者向けにスマホの取り扱い講

習会を開いていただけないでしょうか。 

スマホは、良い点と悪い点があると聞き及んでお

りますので、振り込め詐欺だの何だのと言う事件に

巻き込まれないよう悔いがないようにスマホを使

いたいのです。 

年寄りの切ないお願いです。よろしくお願いしま

す。 

島田市では市民の皆様に市の施策や公共サービス

等を知っていただくために、市民グループや各種団

体が開催する会合の場に職員等を派遣する市政出前

講座「ふれあいしまだ塾」を実施しております。この

中で「消費者被害を未然に防ごう」という講座を実施

し、スマホを使用するにあたっての注意点やルール

について取り扱っております。 

また、スマホ決済やキャッシュレスについても、静

岡県や静岡県金融広報委員会から講師を派遣してい

ただき、「ふれあいしまだ塾」の中で実施いたします

ので、御利用いただきますようお願いいたします。 

○ 

生活安心課 

36-7153 



７ メール 

島田第四小学校建

て替え工事につい

て 

島田第四小学校建て替え工事が始まりました。 

小学校南側の道路ですが今までは学校に電気が

通っていたため職員駐車場の外灯が点いておりそ

の明かりで道路の灯が確保されていました。 

夜間でも道路は明るく見通しが良かったのです

が、現在、1 つも点いていないため真っ暗です。 

これから冬に近づくにつれて暗くなる時間が早

まります。 

夕方の時間には学生も多く通行します。事故等が

起きる前に工事のフェンス沿いに仮説照明を設置

して頂けないでしょうか？ 

一回、職員に夜遅い時間に道路に来て頂き深夜の

暗さ見て頂きたい。 

島田第四小学校建て替え工事にご理解、ご協力い

ただきありがとうございます。 

さて、これまで学校敷地内の照明灯により、小学校

南側周辺道路の明るさを確保することができていた

ものが、今回の建て替え工事に伴い、周辺の環境に影

響を与えていることをお詫び申し上げます。 

○○様がご心配されている道路が暗く危険である

ことを解決するためには、この照明灯を再点灯させ

ることが、最良の方法であると考えています。ただ

し、既存体育館の照明への影響を考慮する必要があ

るため、今暫くお待ちいただきますようお願い致し

ます。 

今後、建築される校舎、体育館周辺の照明について

は、学校敷地周辺に配慮した計画としておりますの

で、申し添えます。 

○ 

教育総務課 

36-7953 

８ メール 

現代の子供達のい

じめの現状につい

て 

現在子供が幼稚園に通っております。 

いつも一緒に行く女の子は挨拶も愛想もよくな

い子です。不思議に感じておりましたがある日その

子のお母さんから相談がありました。内容はこのよ

うなことでした。 

・子供達の間で「いれて！」「駄目よ！」がある。 

・僻みなどからきているのか、髪留めやキーホル

ダーを見て「それ持って来ちゃいけないんだよ！」

と責められる。 

・突然無視をされる。 

・先生に相談しても社会勉強と言って片付けら

れてしまい、職員会議にすら出されなかった。 

私はショックを受けました。私が小さな頃には起

こらなかったことが幼稚園という小さな社会で起

こっていたからです。この間まで純粋でハイハイを

してニコニコしていた子供達にいつの間にか『イジ

メの芽』が芽生えはじめているのです。 

私の子供も言われたことがあったそうです。 

なぜその時に言わなかったのか訪ねると、「恥ず

かしくて言えなかった」。現代の子供達は昔と比べ

て酷くなってきていると思います。 

市長の子供の頃はどうでしたか？他人の親も叱

ってくれたのではないでしょうか？ 

私もそうして大きくなってきました。現代の子供

達がそうなってしまっているのは大人達のせいだ

と思っています。 

島田市教育委員会では、教育の重点施策として「豊

かな心」の育成を目指して教育活動に取り組んでい

ます。将来、年齢や性別に関わらず誰に対しても温か

な気持ちで接することができるように、道徳の時間

はもちろんのこと、普段の授業や学校行事等、すべて

の教育活動を通して「思いやりの心」「強い心」「感動

する心」を持った子供を育てられるように努力して

おります。 

現在、いじめの問題は、教育現場のみならず、社会

問題ともなっています。○○様もお子様の通ってい

る幼稚園での様子をお聞きし、さぞご心配されたこ

とだろうと思います。このような子供同士の言葉の

やり取りの中にあるいじめの芽を早期に把握し、対

処することが教育現場に求められています。早期発

見・早期対応することで、いじめの深刻化や長期化を

防ぐことができると考えます。 

今回、御提案いただいたアンケート調査につきま

しては、定期的に小中学校の児童生徒に生活アンケ

ートを行い、いじめの芽の発見に努めているところ

です。アンケートに書かれたことについては、学級担

任一人で対応するのではなく、校内の組織で共有し、

複数の教員で対応しています。また、このようなアン

ケート調査は、いじめの抑止にも効果を発揮してい

ると考えております。 

さらに、大学教授の協力の元、小学校５年生から中

学校３年生全員に、「いじめアンケート」を行ってい

○ 

学校教育課 
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学校関係者の保健の先生に聞いたところ、先生方

は保護者達に強く言われるからと目をつぶり、見て

見ぬふりをしているそうなのです。なんていう悪循

環！保護者は自分の子供がイジメをしている事を

知っているのでしょうか？私でしたらイジメなど

させたくありません。 

学校にいる間は先生はみんなの親代わりだと私

は思っております。先生方は、保護者はどのように

考えているのでしょうか？イジメの芽は早いうち

に摘まなければならないと思っております。早く摘

まなければ凄い速さで成長し、子供達の社会でしっ

かりと根をはり、ガラス玉のようにキレイな心を

次々と傷つけていくでしょう。 

この事実を広め、実感してもらう為に、アンケー

ト調査をして頂きたいなと思いつきました。これだ

けでは駄目なこともわかっていますが、私が言って

もどうにもならず、是非市長のお力で子供達の心と

命をより多く救ってもらえないでしょうか？子供

達は知恵もあります。上手に嘘もつけます。どうす

れば大人が味方に付くかもわかっています。 

いったいどうしたらいいのかと日々心を痛めて

おります。 

なにか改善出来るような事を、市民から案を募集

するなど、していただければと思います。 

ます。これを基に児童生徒が抱える問題等の現状や

傾向について分析・研究し、今後の指導や対策にいか

しています。 

今後におきましても、このような取組を積極的に

進めてまいりたいと考えておりますので、何とぞ御

理解いただきますようお願いいたします。 

９ メール 

リニア工事につい

て意見、雑紙資源化

提案について 

１）意見 

少し前になりますが、リニア工事に関して市長が

田代ダムから富士川（東電）に水を供給しているの

はよく理解できないとの新聞記事を見ました。全く

同意見で、工事期間中だけでもその水を大井川に流

し、下流の水を確保するように国が間に入り東電  

とも調整すべきと思います。JR に難しい工事をや

らせたりルート変更させるより、現実的で、スピー

ディに事業を進める方法をとるべきと思う。 

２）提案 

 広報だったと思うが、燃えるごみにはかなりの割

合で雑紙が含まれているとの記事を見ました。細か

な雑紙は一度ゴミ箱へ入ってしまうと燃えるゴミ

に行ってしまうと思います。雑紙専用のごみ袋を開

発してもらい、今のプラゴミ袋と同じように提供し

てくれればかなり回収できるのではないかと思い

ます。 

まず、リニア工事に関する意見についてお答えし

ます。ＪＲ東海と有識者の会議の中で、リニア中央新

幹線工事に伴い田代ダムから上、大井川最上流部の

流量減少によって自然環境に大きな影響が及ぼされ

ると問題提起されました。その対策として「最上流部

についてもポンプアップして湧水を戻す」とＪＲ東

海は説明しています。 

しかし、戻したところで田代ダムにおいて一部富

士川水系側に取水されることから、その対策に有識

者が疑問を呈したほか、私も「河川管理者である県が

中心となって、水利権を所管する国土交通省に働き

かけることをお願いしたい」と８月29日に開催され

たＪＲ東海との意見交換会の中で発言したところで

あります。 

過去、大井川中下流域に水が流れないことによる

水返せ運動が展開され、電力会社との交渉により田

代ダムの放水量が調整された経緯がありました。今
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も、山梨県側に送られる水は発電用や農業用水とし

て利用されています。田代ダムの水利権の取扱につ

いては、静岡県側・山梨県側の利水関係団体が絡む複

雑かつ難しい課題でもあると認識しています。 

とにかく、市民生活や経済活動の根幹となる水に

影響があってはなりません。 

まずすべきは事業者であるＪＲ東海に対して、静

岡県・流域市町・利水者の「オール静岡」の態勢によ

り、全量回復に向けた確実な対策を求めていくこと

です。今後とも御理解・御支援のほどよろしくお願い

します。 

２つ目の雑紙専用回収袋の配布については、以前、

検討した経緯がありますが、ごみの分別等に対して

意識の高い方には効果的であっても、意識の低い方

に配布しても、そのままごみとなってしまう恐れが

あり、費用対効果等の観点から、実施を見送っていま

す。 

現在は、市民団体の協力を得て、不要な紙袋を利用

し、独自に紙リサイクルマークを付けた雑紙専用回

収袋を市民団体が出店するイベント等において紹介

したり、不要な紙袋が多く集まった際には配布した

りしていただいています。 

今後も、雑紙分別回収の周知徹底に努めてまいり

ますので、御理解、御協力をお願いいたします。 
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10 メール 

自習室の設置につ

いて 

島田市内には中高生が学習に利用できる場所が

非常に少ないと思います。各地区の公民館などで自

習室を設置したり、普段使われていない会議室など

を自習スペースとして解放していただければ市内

の学生がより快適に勉学に励むことができると思

います。ご検討ください。 

島田市内では、自習室は図書館やプラザおおるり

に設置されております。これに加え、初倉・六合・金

谷の３つの公民館では、ロビー、図書コーナーなどテ

ーブルがある共有スペースを市民の自主学習のため

に開放しております。さらに、公民館では、これらの

スペースが混雑した時には、使用可能な会議室を開

放しております。 

この他、しまだ楽習センターや地域交流センター

歩歩路においても、テーブルがある共有スペースを

自主学習のために提供しております。 

○○様におかれましても、自習スペースとして各

施設の共有スペース等を御利用くださいますようお

願いいたします。 

○ 

社会教育課 

36-7962 

11 手紙 

公民館の空調代と

小学校の支援員に

ついて 

①先日、六合公民館を借りたところ、クーラー代の

高さにびっくりしました。藤枝市内でよく借りてい

ますが、そこと同じ感覚ではいけなかったと思い知

りました。恐らくクーラーをつけられないです・・・。 

六合公民館利用料については、会議室等使用料に、

冷暖房を利用した場合は冷暖房使用料を加算してお

ります。冷暖房を利用しない場合との公平性を考慮

し、冷暖房使用料を別に御負担いただいているもの

× 

社会教育課 
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学校教育課 
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②支援員の人数が増えたら心強いです。支援級と通

常級とで分けるのも友人関係の構築が難しくなり、

一緒の空間で個別のサポートをしながら学ぶのが

理想的です。１クラス当たり 20 名くらいにして、

支援員を増やせば支援級(聴覚過敏でクラスに入れ

ない子は別として)を設ける必要もないかなと思い

ます。又、友人の子が○○小に在籍しており、あと

一人転入すれば２クラスといった具合で定員はMAX

です。親御さんは学区内に支援級がないこと、近所

の友達と会えなくなるのを危惧され○小への支援

級転入は考えられないとのこと。 

友人のために何とかしてあげたくて本書を投函

しました。私の息子も２人とも発達障害なので気持

ちが分かります。上記の理由から支援級を断念した

ので｢いずみの教室｣にも通わせてもらえず、現状の

何の支援も受けられず親子で辛い思いをしていま

す。どうか助けてあげて下さい。宜しくお願いしま

す。 

です。 

冷暖房使用料は、過去の電気料金に基づいて算出

したものです。電気料金については改定が頻繁に行

われておりますが、その都度使用料を改定すると煩

雑でわかりにくいことから、一定の料金に設定して

います。一方、藤枝市の地区交流センターの使用料に

は、常に空調設備の利用料が含まれているとのこと

です。 

なお、今後、電気料金と冷暖房使用料の間に大きな

差が出るようであれば、使用料金の見直しについて

検討したいと考えます。 

続いて「小学校の支援員」について回答いたしま

す。 

島田市では、学校教育支援員を各小中学校の実情

に合わせて通常学級に配置しております。しかしな

がら、日常的な個別支援への対応には限界があると

ころです。 

一方で、特別支援学級は、個々に応じた教育支援を

行うことが可能であり、お子様の学びを保障する大

切な場所であると考えております。 

ただし、特別支援学級においては、同年代の友人関

係を構築する場は少なくなりがちです。このような

通常学級と特別支援学級の課題を解決するために

も、特別支援学級のお子様は、同学年の通常学級に

「交流学級」を設定しています。各小中学校では、児

童・生徒や保護者のニーズに合わせて、「交流学級」

での授業を受けることにより、同年代の児童・生徒と

一緒に活動しています。 

○○様から御照会のあった、通級指導教室「いずみ

の教室」への通級を希望しながらも、御事情により通

うことができなかった児童・生徒には、島田市特別支

援教育室「たんぽぽ」を御案内することがあります。

「たんぽぽ」は、放課後の指導になりますが、「いず

みの教室」と同様に児童生徒一人一人のニーズに合

わせたソーシャルスキル等の指導を行っておりま

す。 

また、各小中学校においては、支援を必要とするお

子様一人一人の教育的ニーズに対応し、きめ細やか

な指導や支援を行うために、個別の指導計画や個別

の教育支援計画の作成を進めております。特に、個別

の教育支援計画は、保護者の同意と参画もと作成さ



れ、一人一人に合わせた適切な支援を継続するため

に実施されます。 

今後とも、お子様に合った支援の方法や学びの場

について、学校や学校教育課まで御相談いただけま

すようお願いいたします。 

 


